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研究の目的

技術の説明

主 な 結 論

実物の1/3スケールで模型実験を用いて円盤型ディストリビュータを槽中央部に設け、ディストリビュータ設置

槽と隣接槽間に連通管を設置可能な径・間隔で設置し、実験を行いました。

地下二重スラブを利用した水位約2m程度と比較的浅い蓄熱槽は、基本的に完全連結混合槽として利用されること

がほとんどです。しかし、このような水位の低い蓄熱槽においてもディストリビュータ(水分配器)を用いることに

より、効率のよい温度成層型蓄熱槽として利用することができますが、各槽にディストリビュータを設置するコス

トがかかります。本研究は、ディストリビュータの数を減らしても、蓄熱槽効率の低下なく温度成層が可能かを模

型実験により確認しました。

実験結果から連通管を上下に配置し、水面および底面近くに設けることで隣接槽も温度成層化することが分かりま

した。その際の蓄熱槽効率の低下は、単槽と比較しても3％程度であり、個数を減らすことによるシステムとして

のイニシャルコストの低減が可能であると考えています。
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